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労働安全衛生関係

免許試験日程

2026年６月から８月までの間に
当センターで実施する学科試験の
日程は、右記のとおりです。

また、受験資格等については、
中国四国安全衛生技術センター
〒721-0955　広島県福山市新涯町2-29-36

    ☎ 084－954－4661に照会して下さい。
インターネットアドレス　　　　　　　　　　
https://www.chushi.exam.or.jp/

試　  験　  の　  種　  類
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普 通 ボ イ ラ ー 溶 接 士
ボ イ ラ ー 整 備 士

移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士
揚 貨 装 置 運 転 士
発 破 技 士
ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者
林 業 架 線 作 業 主 任 者
第 一 種 衛 生 管 理 者
第 二 種 衛 生 管 理 者
高 圧 室 内 作 業 主 任 者
エ ッ ク ス 線 作 業 主 任 者
ガンマ線透過写真撮影作業主任者
潜 水 士

限 定 な し
ク レ ー ン 限 定
床 上 運 転 式 限 定
限定免許解除試験
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★には、更に実技試験があります。
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ホットかない！ホットけない！みんなで防ごう熱中症
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STOP !熱中症クールワークキャンペーン推進大会in津山
労働保険年度更新手続きのお知らせ
令和８年度岡山労働局雇用環境・均等室の
助成金のご紹介
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12
13

中小企業無災害記録証が授与されました
令和8年度安全管理講習会のご案内

5
10

労働災害－統計－ 15

2026年３月分 
新型コロナウイルス感染症り患による
労働災害発生状況

休業4日以上
（速報値）

第三次産業
19人（－123）

合計
19人

（－123）

2026年（令和８年）労働災害発生状況

鉱業
0人
（－2）

建設業
1人（±0）

その他
5人（＋1）

第三次産業
   182人（－1）　

死　傷　災　害
（休業4日以上の死傷災害）

3月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

死　亡　災　害
3月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

林業
7人（＋1）

製造業
1人（±0）

製造業
111人（＋14）

建設業
40人（－5）

運輸交通業
72人（＋9）

運輸交通業
 1人（±0）

その他の業種
  0人（－1）

貨物取扱業 5人（＋2）

交通事故
1人（±0）

墜落・転落
1人（－1）

激突され
1人（＋1）

はさまれ・
 　　　巻き込まれ     
　　    0人（－1）     

事故の
型　別
3人
（－1）

木建4人（＋2）

業種別
3人
（－1）

全産業
422人
（＋19）
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（　）（　） ８.５. 15 ８.５. 15２ ３─岡山労働基準弘報─ ─岡山労働基準弘報─

  岡山労働局 幹部 人事異動  岡山労働局 幹部 人事異動
よろしくお願いいたします。　令和８年４月１日付　（　）は前官職

総務部総務課長

内山　　透
（職業安定部職業対策課長）

労働基準部長

佐藤　明士
（愛媛労働局労働基準部長）

雇用環境・均等室長

岡田　節子
（鳥取労働局雇用
 環境・均等室長）

総務部長

松岡　宗寛
（大臣官房地方課長補佐）

労働基準部労災補償課長

江草　康成
（雇用環境・均等室雇用環境
改善・均等推進監理官）   

労働基準部賃金室長

宮本　洋子
（岡山労働基準監督署副署長）

労働基準部健康安全課長

田渕　英二
（労働基準部健康安全課
主任産業安全専門官）

労働基準部監督課長

貞宗　恵治
（労働基準部健康安全課長）

新見労働基準監督署長

堀内　　顕
（倉敷労働基準監督署副署長）

笠岡労働基準監督署長

山路　元博
（新見労働基準監督署長）

倉敷労働基準監督署長

坪井　一倫
（岡山労働基準監督署副署長）

岡山労働基準監督署長

岸本　英明
（労働基準部監督課長）
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中小企業無災害記録証が授与されました！！

　このたびは、中小企業無災害記録証（第4種銀賞）をいただき、誠にありがとうございます。
　1,800日という無災害の達成は、「安全は何よりも優先」という思いを共有し、従業員一人ひと
りが日々の業務において実践してきた努力の成果です。
　弊社は、水門をはじめとする鋼構造物について、設計から製作、据付までを一貫して手がけてお
り、各工程における安全確保を最優先に事業活動を行っております。
　今回の受賞を励みに、次の大きな節目である2,700日に向けて、安全意識のさらなる向上と、よ
り安心・安全な職場環境の構築に努めてまいります。
　今後も全員参加による安全活動を継続し、無災害の維持・向上に取り組んでまいります。

株式会社大和鉄工所（岡山市東区金岡西町１１０８－２）

◆代表者からのメッセージ

株式会社大和鉄工所　代表取締役　安井　一

安井 一 代表取締役

　同社では、平成30年９月５日から無災害を継続し、令和７年９月
12日に記録（第四種・銀賞・1,800日）を見事達成し、令和７年
10月に中小企業無災害記録証を申請されました。このたび、12月１
日付けでその交付が決定し、２月13日、岡山県労働基準協会におい
て記録証の伝達式が行われました。
　伝達式では、安井 一 代表取締役に記録証と記念品が手渡されま
した。
　申請事業場の業種は一般機械器具製造業、次回の「第五種・金
賞・2,700日」も達成されますことを祈念いたします。

中小企業無災害記録証授与制度　申請のご案内
　中央労働災害防止協会では、中小企業が自主的に安全衛生活動を進める上での目標となるよう「中小
企業無災害記録証授与制度」を設けています。この制度開始以来、経営者、従業員が一丸となって安全
衛生活動を進め、無災害記録を達成した多くの事業場に無災害記録証が授与されています。
　災害ゼロの安全で快適な職場づくりに向けて、ぜひこの制度をご活用ください。

表彰の対象となる事業場は次の要件をいずれも
満たしている事業場です。

○中小企業（資本の額又は出資の額の総額が１億
円以下又は常時使用される労働者数が300人
以下の企業）に属する事業場

○労働者が10人以上100人未満の事業場

≪申請書及び制度のお問い合わせ≫

・中央労働災害防止協会ホームページ　  無災害記録証　     検索
・岡山県労働基準協会　℡０８６－２２５－３５７１

■中小企業無災害記録証授与制度申請のながれ

岡山県労働基準協会

（　）８.５. 15 ５─岡山労働基準弘報─（　） ８.５. 15４ ─岡山労働基準弘報─
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